
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 福井県における揮発性有機化合物の実態について 

発表学会名 第９回 福井大学地域環境研究教育センター研究発表会 

「日本海地域の自然と環境」 

発表者名 竹内靖子（環境部） 

開催場所 福井大学アカデミーホール（文京キャンパス） 

発表日時 平成２９年１２月１日（金） 

発表内容 揮発性有機化合物 11物質について、平成 14年度から平成 28年度の調査

結果をとりまとめ、経年変化、経月変化や PRTR データから各物質の濃度

変動の要因を検討した。 

その結果、周辺交通量の多い測定局におけるベンゼン濃度（年平均値）

の減少に自動車排ガスが影響していること、福井局におけるジクロロメタ

ン濃度（年平均値）の減少に PRTR届出排出量の減少が影響していること、

また、三国局と自排福井局における塩化ビニル濃度（年平均値）の増加に

秋季から冬季の濃度が影響していることなど、濃度変動の要因が明らかに

なった。 

 

 

 

 

 


